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本論文は
､ 戦前 にお ける機械金属 工 業生産が極致に達 した時期 で あり

､ 多く の 中小 工 業

が 政策的に下請 ･ 協力 工場 と し て動員された 時期でも あ っ た
､

1 9 3 7 年 7 月虚構橋事件 (｢ 日

華事変｣) 以降の 戦時経済体制にお ける機械金属 工 業を中心 に した下請 ･ 協力 工業の 実態 を
､

発注側 ､ 受注側 の 動きと 下請 ･ 協力 工業の 統制 を進 め た政策的対応 の 二 つ の 側面か ら検討

し
､ 戦時期 の 下請 工業 の歴 史的位置付 けを明確にす る こ とを課題 と して い る ｡

本論文 の構成は次 の とお り で あるo 第 1 章から第 3 章 ま で は ､
1 9 3 0 年代 の 機械金属 工業

の 展 開とそ の もと で の 下請 工 業を分析 した｡ 第 1 章 で は 昭和恐慌か らの 回復過程 で 重 工業

化 と 中小 工業 の増加が どの ように進ん だの か
､ そ の 中で の 下請由係の 実態 を商工省 『工 業

統計 ( 工場統計表)』『機械器具外注状況調』
､
等を使 い ながら描 い た｡ さらに ､ 虚構橋事件

直後 にお け る民間大 工場 の 下請関係 に つ い て も検討 した｡ 第 2 章で は ､ 大阪市の 中′j ､ 工 業

や下請関係 を取 り上 げ､ 重 工業化 と中小 工業の 増加が どうい っ た形 で進み ､ 虚構橋事件 以

降の 条件変化 がそ うした中ノ｣ ､ 工業に対 し て どの ような影響を与 えた の か を検討した
｡ 第 3

葦で は ､ 日中戦争期以降の 下請= 協力工業政策の 一 つ の 源 で ある地方統制 工業 ､
地方 工業化

に つ い て各地 の 地方工業化委員会や 工業組合 に 関する資料を使 い なが ら
､ 政策と実態 を考

察した｡

第 4 章 ､ 第 5 章で は ､ 虚構橋事件以降の 戦時統制経済下で 下請 工業が どの よう に位置 づ

けられ
､
下請 = 協力 工 業政策が 形成され ､ 展開 して い く の か を詳細に分析 した ｡ 第 4 章 で は

､

虚構橋事件 以降経済統制が 強化され る中で ､ 中小 工業統制 ､ 下請 工 業統制が展開 し
､ 戦時



期 の 下請 = 協力 工 業政策 の 本格的な起点と なる 1 9 4 0 年 1 2 月 の機械鉄鋼製品工 業整備要綱 -

と発展 して いく過程を追うo 第 5 章で は ､ 機械鉄鋼製品工業整備要綱で モ デル化 された戦

時期 の 下請 = 協力 工業整備が現実にはなか なか進展せ ず､ 修正 され､ 柔軟化 して い く過程 と ､

1 9 4 3 年以降の 戦局悪化と航空機生産 の重点化 に対応 し て 新た に ｢ 企業系列化｣ と いう名 の

もと に下請 = 協力 工業整備が進 められ て い く姿を描 いた o 戦時期には ､ 下請 ･ 協力 工業の 再

編成が何度か繰り返され たが
､ そ の たび に結局再 び錯綜しキ関係が繰 り

.
返され ､

より複雑

化 した関係が形成され て い っ た問題 を指摘 して い る｡

第 6 章か ら第8 章は ､ 実際 の 下請-
. 協力関係や政策的に進め られた下請 = 協力 工業整備 が

どの ように展開 し て い っ たの か を､ 様々 な史料 を使 い なが ら検討 したo 第 6 章で は ､ 大阪

の 下請 = 協力 工 業整備 の 実態を 19 4 2 年 ､
4 3 年 ､. 4 5 年 の 3 時点 の 『協力 工場名簿』 を使 い

､

短期 間に何度も大きく変えられ て いた下請 = 協力 工 業整備 の 実態を明らか に したo 第 7 章 で

は
､ 愛知県 の 『協力 工場台帳』 を使 い

､ 航空機メ
ー

カ
ー を中心 に した 1 次 ､

2 次ま で の 関係

や下請 = 協力 工業整備 が発注 工場 ごとに どの ような影響を与 える こ と にな っ たの か
､ 発注 工

場 ごと の違 い は ど の ようなも の だ っ たの か などを具体的に分析 した ｡ 第 8 章で は ､ 民間大

工場 の 下請 ･ 協力関係 の 事例 と して ､ 戦時中には協力 工場 の多い発注 工場 と し て 知られ て い

た東京芝浦電気 ( 東芝) と住友通信工業 ( 日本電気) を取り上げた｡

補 章 で は ､

■
今 日下請 ･ サプ ライ ヤ シ ス テ ム の代表的存在と して取 り上 げられ る こ と の 多

い 自動車産業 を取 り上げ ､ 戦前か ら戦時に か けて の 動き を見た
｡

こ こ で は
､

日本 の よう な

後発 国 で は特 に部品 工業の 形成と下請関係 の 形成に時間的ズ レ が あ っ たこ と
､ さらに 日本

の 柳寺経済で は自動車産業や自動車メ
ー カ

ー ゐ位置 づ けが弱く ､ 自動車産業は航空機 の 部

品産業化され ､ 部 品メ
ー

カ
ー も航空機産業と結び つ けられ ､ 自動車生産 の 分業構造は戦時

期 には崩れ て い っ たこ と を示 したo 最後 に終章で は ､ 以上e? 見解か ら明らか にな っ た こ と
~

をまと め るとともに ､ 戦後に対する展望を叙述 した｡

以上本論文 で は ､
1 9 3 0 年代前半か ら戦時の 終盤 に至 るまで の 下請 ･ 協力 工 業を対象 に検

討 を加 え てきた ｡ そ の結果､ 戦時期 の 下請 ･ 協力工業に つ い て以下 の 点が明らか に な っ た｡

第 1 に ､ 1 9 3 7 年 の 虚溝橋事件以降､ 潜在的生産能力不足 にあ っ た 日本に と っ て 1 93 0 年

代 前半 に拡大 して い た中ノJ ､ 工業 の生産能力 を動員す る こ とは不可 欠の 課題 で あ っ た o こ う

した 中小 工業を活用する方策とし て
､ 軍需関連部 門 の 下請 工 業化が 考え られた ｡ そ の 前提

の 一 つ が
､

1 9 3 4 年 か ら展 開して し
'
､ た地方統制 工 業と 1 9 3 5 年か ら商工省で進 められた地方

工 業化 で あ っ た
o

しか しなが ら
､ 第 2 に ､

1 9 3 7 年下請 工 業助成計画要綱に見られ るような地方 工業化 で展

開 した下請 工業政策と
､

1 9 4 0 年未から展開 して い く本格的な戦時下請 = 協力 工業政策は ､

中小 工業 の 軍需下請 工業 - の 動員やブ ロ ー

カ
ー 排除と

■
いう点 で は連続 して い た が

､ 中小 工

業が 多数存在して い た都市部を対象に した こと
､

工業組合を通すの で はなく直接発注側 と

下請 ( 協力) 工場 との 関係が 問題 にされ た こ となど大きく変化 した面もあ っ た｡ 地方 工 業
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化 下請 工 業政策は ､ 統制 工業と い う形 で 1 9 4 0 年代にも残 るが そ の 役割は限定的 で あ っ た ｡.

第 3 に
､

1 9 4 0 年 1 2 月 の機械 工業鉄鋼製品工業整備要綱 以降の 下請 = 協力 工業政策は ､ 機

械 工 業生産 の 効率化 ､ 高度化 と い う醜題 を実環するため に発注 工場 と下請 工 場と の 間に指

定制度に よ っ て 有機的関係を生 じさせ
､ 信頼関係 に基 づく 固定的な関係 ､ すなわち協力関

係 を形成させ ようとした点 で
､
1 93 0 年代以来 の 下請問題 の 解決も図ろうと した の で あ っ た ｡.

し か し
､ もともと統制対象が広範すぎたこ と に加 え､ 混乱 した軍需生産 の も とで発注側 も

下請 ( 協力) 工 場側も機会主義的な対応 をとる ことが多く ､ 政策も現実を容認す る方向 で

修 正 が加えられたo 戦時体制下 で 現実に要請される課題や個別 工場 の 経営とい う面 か ら見

て も決 して専属的安定的な関係 が効果的と は い えなか っ た の で ある o

第 4 に ､ 1 9 4 3 年 7 月戦力増強企業基本整備要綱以降､ 航空機産業中心 の 工 業動員が展開

し
､ 下請 ･

･協力 工業もそ う した方 向に動 い て いく (企業系列整備) ｡ 愛知県 の事例に ある よ

うに
､ 企業系列整備 で は重 点化された航空機メ

ー

カ
ー の企業系列に どれだ け協力 工場を 動

員 させ て いく の か が課題 で あ っ た ｡ も っ とも中ノJ ､ 工場数は 限られ て い る の で
､ 実際は協力

工場化され て い ない 工 場 の協力 工場化や航空機分野以外 の 発注 工場 の 協力 工場 を航空機 メ

ー カ ー の 協力 工場化 し て い く こ と が進 められたo _
しか し

､ 強引とも い える企業系列整備 は

逆 に分業関係 を錯綜させ る な ど
､

企業系列整備 で想定され て い たような分業関係 を築 い て

い た とは到底考えられな い ｡ 戦時下請 ･ 協力 工業は想定され て い た モ デル が 実現す る こ とな

く終 わ っ た の で あり
､ 戦時期 に戦後 甲下請 ･

サ プ ライ ヤ シ ス テ ム の 原型 を求め る の は無 理

が ある｡

第 5 に
,

こ う した戦時期 の 下請 ･ 協力 工 業の プ ラ ン には 1 9 3 0 年代半ばに展 開した藤 田
･

小宮 山論争 な ど日本の 中小 工 業をめ ぐる研究が 大きく影響 して い た｡ 日本 の 中′｣ ､ 工業 の 後

進性 と い う点 を問題に し て い た こ の 時期 の研究か ら
､ 戦時期 の 下請･

･ 協力 工業 の プ ラ ン に

は 当然 日本 の 中′｣ ､ 工 業の近代化 ( 現代化) とい う要素が含まれ て い た｡ 中小 工業の 近代化

は
､

小宮山が主張 した ような下請 工 業化 ( = 協力 工業化) に よ っ て 達成され ると考えられ て

お り
､ 機械鉄鋼製品工業整備要綱に規定された下請関係は近代 的な発 注 工 場と下請 工場 の

関係 の モ デル で あ っ たo 総力戦体 制下 で 日本中/｣ ､ 工業 の ｢ 二重の 隔絶性｣ が 克月反され る と

小宮 山は考えて おり､ 総力戦と近 代化 の 関係を非常に強く意識 し て い た
｡

しか し
､ 結果 は

意図 して いた ような変化を生み 出す こ とはできなか っ た｡

第 6 に ､ 戦時期下請 ･ 協力 工業 の展 開は 関連する分野 の 中小 工業 を軍需部門に強制的 に

動員 しようとしたもの で あり
､
それ は 1 9 30 年代前半に展開された民需中心 の延長線上 に あ

っ た発展 の 可能性を抑制 した側面 を持 っ て いた ｡ 戦後復興期に お ける中小企業 の展開は ､

戦時期と の連続性 よりも ､

~
1 9 3 0 年代前半の 民需関連部門で の展開と の 連続で捉える べ き で

あると考 える ｡

第 7 に
､ それ で は戦後と の 関係をどの ように捉える べ きな の か とい う点で ある｡ 実際 の

企業間関係 にお い て は
､ 戦時期 に取引関係や資本関係 が形成された事例は あるもの の

､ 多
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く は戦後軍需生産 の停止 に よ っ て 下請 関係か ら離脱 したo また
､ 高度成長期以降展開す る

下請 ･ サプ ライ ヤ シ ス テ ム に包摂され た下請企業やサプ ライヤ の 多く は戦後 に取引関係 を

開始 したも の セある o 戦時に形成され た関係を過大評価す る こ とは できな い し
､ 戦後 の 下

請 ･ サ プ ライ ヤ シ ス テ ム を特徴づ ける の であれ ば
､ 高度成長期以降 の 経済環境と発注側

､

受注側双方 の経営から検討 して い か なければならな い
o

一

方 ､ 機械鉄鋼製品工業整備要綱等 で モ デル 化された下請 ･ 協力 工 業は ､ 少なくとも政

策 レ ベ ル で は戦後 にも引き継がれ た
o

そ の 典型 的な事例が 系列
■
診断に使用された中小企業

庁 『機械器具 工業系列診断要領』(1 9 5 2 年) で ある｡ 但 し､ 戦後 の系列診断は ､
一概に戦後

の 下請 ･ サプライ ヤ シ ス テ ム に と っ て有効で あ っ た とす る こ とは できず ､ それが具体的に

効果を発揮する の は高度成長期を待たなければならな い ｡ い ずれに して も ､ 戦時と戦後 を

直接結 び つ ける こ とは できな い ｡

以上 に示 して きたように
､ 中小 工場 を大量に動員 した戦時期下請 ･ 協力 工 業は ､ 日本 の

中小 工 業発展 の 一 つ の 道 を閉 ざし ､ 強制的に章需生産 に動員す る こ と で 中′｣ ､ 工業の 近代化

を図ろうと した プラ ン に基づき作り 上げられ ようとされた が
､

そ の プ ラ ン は実現す る こ と

なく ､ 戦時生産 の 崩壊 とともに消滅 して い っ た
｡ 但 し､ 1 9 3 0 年代前半に増大 した中小 工 業

の存在､ また こ う-した大量 の 中小 工 業を支え る仕組みは戦後 にお い て も持続 し
､

1 9 5 0 年代

か ら高度成長期 にかけて の 時期 に再び 日本の機械 工業の 中軸と結び つ い て い っ た
｡

しか し､

そ れは戦時期 と･異 なる条件 に よ るものであり ､
1 9 8 0 年代以降特徴づ けられる 日本的な下

請
･ サプ ライ ヤ シ ス テ

■
ム とは高度成長期以降 の条件 の 中で形成されたもの で ある

｡
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